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第１章 インストール

１．UpdateSite(更新サイト）を使ったインストール

① ヘルプ > ソフトウェア更新 > 検索およびインストール を選択します。

② インストールする新規フィーチャーを検索 を選択して、「次へ」ボタンを押下します。

③ 「新規リモート・サイト」 を押下します。
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④ 名前とURLを入力し、OKを選択します。
    名前：任意の名前
    URL：http://www.ne.jp/asahi/zigen/home/plugin/dbviewer/

⑤ 次に 「終了」ボタンを押下します。
    
⑥ インストールするフィーチャの選択で、DBViewer Plugin X.X.X をチェックし、「次へ」を押下します。

⑦ 使用条件の条項に同意し、「次へ」ボタンを押下します。
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⑧ 「終了」ボタンを押下します。

⑨ 「インストール」ボタン（または「すべてインストール」）を押下します。

⑩ 「はい」ボタンを押下し、インストールは完了です。
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第２章 DBViewerパースペクティブの切り替え

１．パースペクティブを切り替えます
① ウィンドウ > パースペクティブを開く > その他 を選択します。

②一覧から、「DBViewer」を選択します。
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③DBViewerのパースペクティブが表示されます。

DBツリー・ビュー
1.DB、スキーマ、テーブル、カラムを階層表示しま
す。
2.お気に入りを任意に登録することができます。

エディタ領域

SQL履歴・ビュー
1.SQLの実行履歴を表示します。

SQL実行・ビュー
1.SQLを入力するビューです。
  実行結果は上段の"エディター領域"に表示されます。
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第３章 データベースに接続

１．データベース定義を追加します。

① DBツリービューの「DBViewerPlugin」のアイコンを右クリックし、
    「データベース定義の追加」を選択します。

留意事項
    ＤＢViewerPluginは、JDBC経由で接続します。
    接続するデータベースが提供しているドライバーを使用してください。
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２．データベース定義の入力順について

①任意の接続名を入力します。
②JDBCDriverのファイル(またはフォルダ)を選択します。

③JDBC-Typeを選択します。
    例 Oracleの場合、Thin接続であればType4、OCI接続であればType2を選択します。
④接続文字列を編集します。
    例 サーバ名=Server1, 接続ポート=1521, SID=ORCL の場合(Oracle)
    

⑤接続ID、接続スキーマ、接続パスワードを入力します。

① 任意の接続名を入力

② JDBC Driverのファイルを選択します。

jdbc:oracle:thin:@server1:1521:orcl
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３．データベース接続オプションについて（任意）

charsetオプシ："SJIS"などのCharsetを指定できます。(サポートしているDBのみ)
Unicode変換 ：Oracleのデータベースを"JA16SJIS"で作成した場合に、オンにします。

  ※JA16SJISTILDEでデータベースを作成している場合は設定は不要です。

コミットモード ：SQL実行ビューで自動コミットをONにするかどうかの設定です。

スキーマ表示：接続スキーマだけを表示する場合にONにします。（スキーマサポートのDBのみ）

charSetを指定できることができます
※プロパティをサポートしているDBのみ

SJIS⇔Unicode変換時の文字化けを直すオプションです。
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４．データベースに接続する

DBツリービューにある「DBViewerPlugin」を展開すると、作成したデータベースが表示されます。
作成した「Oracle接続テスト」をダブルクリックすると、データベースに接続します。
※「Oracle接続テスト」のアイコンを右クリック > 「接続」を選択しても同様です。

５．「接続スキーマのみ表示」をONにした場合の表示例

接続スキーマで入力しているスキーマは
初期表示で展開されています。

TIPS
  データベース定義のオプションで
  「接続スキーマのみ表示する」
 を選択すると
  他のスキーマは非表示になります。

データベースアイコンを
ダブルクリックすると、接続できます。
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６．データベースから切断する

① 「Oracle接続テスト」アイコンを右クリックし、切断を選択します。
    ※切断せずに、Eclipseを終了しても、データベース接続は残りません。

７．データベース定義の編集、削除、複製

① 「Oracle接続テスト」アイコンを右クリックすると、メニューが表示されます。

All Rights Reserved Copyright (C) ZIGEN 2007 11 / 23



DBViewer Plugin for Eclipse 利用マニュアル

第４章 テーブルデータを表示する

１．テーブルのデータを表示する
① 「TABLE」フォルダを展開すると、「テーブルアイコン」の一覧が表示されます。
②「テーブルアイコン」をダブルクリックすると、格納されているデータが表形式で表示されます。

２．表示データを絞り込み（Where条件を指定して実行)

① Where条件に、絞込み条件(Where句は不要)を入力し、
    検索ボタンを押下（もしくはENTER)することで絞込みができます。

①「TABLEフォルダ」アイコンをダブルクリック

②「TABLE」アイコンをダブルクリック
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３．表示データの並べ替え（ソート）

[見た目上の並べ換え]

[SQLによる並べ替え]

① カラムをクリックすると"降順"、"昇順"させることができます。

① Where条件に、ORDER BYを記述することで、並べ替え表示されます。
    ※Ｗｈｅｒｅ条件なしで、ORDER BYだけ記述するとSQLエラーになります。
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第５章 テーブル情報の表示

１．ＤＤＬ文の表示

① テーブルエディターの下部にある「ＤＤＬ」タブをクリックするとＤＤＬ文が表示されます。

２．ＤＢツリービューで表示されるカラム情報の見方
テーブルを展開するとカラム一覧が表示されます。

     アイコンの意味
プライマリキーを表します。
Ｎｕｌｌ可能なカラムを表します。
Not Nullのカラムを表します。

「DDL」のタブをクリック

外部キーになっている場合は
「ＦＫ」が表示されます。

プライマリーキーになっている場合は
「PＫ」が表示されます。
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３．テーブルコメント、カラムコメントの表示 （Oracleのみ）

Oracleの場合、テーブルやカラムにコメントがあると以下のように表示されます。

コメントを非表示に設定するには
① ウィンドウ > 設定 を選択し、設定ダイアログを表示します。
② DBViewerPluginの「DBツリー・ビュー」を選択すると、
    テーブルコメントの表示・非表示
    カラムコメントの表示・非表示
    を設定することができます。
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第６章 データを編集する

編集対象のテーブルエディターを起動します。

１．データの追加
① テーブルエディターのデータ領域で右クリックし、「レコードの追加」を選択します。
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② データを入力します。
    行番号が「*」となっているレコードは「編集中」を表します。
    別のカラムへの移動は、TABキー(順方向)、またはShift+TAB(逆報告)
     もしくは、マウスでデータをクリックします。

３．データの更新
① テーブルエディターで、編集したいカラムをマウスでクリックします。
    編集後の操作は、データの追加と同様です。

編集中データを表します

データベースに更新するには
  編集中に、「ENTER」キー
  もしくは 「↑」キーまたは「↓」キーを押下します。

連続でレコードを登録する場合は、「↓」キーを押下すると便利です。
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３．データの削除
① テーブルエディターで、削除対象行を選択します。
② 右クリックし、「レコードの削除」を選択します。

③ 確認ダイアログが表示され、ＯＫボタンを押下するとデータベースから削除されます。
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第７章 SQL実行

１．SQL文を実行する

① 接続先を選択します。

② SQL文を入力し、実行ボタンを押下するとSQLが実行されます。
    Select文の実行

実行結果がエディターに表示されます。（SQL実行結果)

    Insert/Update/Delete文の実行
自動コミットモードの場合は、自動的にコミットされます。

手動コミットモードの場合は、コミットボタンまたはロールバックボタンを押下してください。
    ※コミット、ロールバックを忘れたままEclipseを終了した場合は、ロールバックされます。

DBツリーに登録されているリストが表示されま
す

SELECT文の結果が表示されます。

All Rights Reserved Copyright (C) ZIGEN 2007 19 / 23



DBViewer Plugin for Eclipse 利用マニュアル

２．複数のSQL文を実行する

① 複数のSQLを連続実行するには、SQL文の後に、改行＋/(スラッシュ) ＋ 改行 を入力してください。
② 実行ボタンまたは「Shift+Enter」を押下すると、「全てのSQL」が実行されます。
   

３．複数のSQLから指定したSQLを実行する
① Ctl+Enterを押下すると、編集中のSQL文のみ実行することができます。(カーソル位置のSQL文が対象)
    ※右クリックして、「指定SQLの実行」を選択して実行することもできます。

① SQL文を選択し、右クリックして「指定SQLの実行」を選択すると、指定した部分だけのSQLを実行することができ

   例 副問合わせだけを実行させて内容を確認することができます。
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第８章 SQL入力補完(コード補完)

１．SQL入力中に、「Ctl+Space」や「.（ピリオド)」を入力すると、補完リストが表示されます。

Ｓｅｌｅｃｔ文を入力する場合の例です。

① Ctl+Space を押下し、「SQLキーワード」の一覧を表示します。
② SELECT * FROM を選択します。

③ 空白を１つ空けて、Ctl+Space を押下し、「テーブル一覧」を表示します。
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⑤ 次に、カラムを選択するために、Select節の後にカーソルを移動します。
    今回は、* は不要なので、削除しておきます。

⑥ Select節で、Ctl+Spaceを押下すると、From節で定義したテーブル一覧を表示します。
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⑥ テーブルを選択した後、ピリオド を入力しカラム一覧を表示します。
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